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す。また、「市場街スタンプ」の裏メニューとして「職
人スタンプ」が準備されました。通常のスタンプラリー
は指定された場所を巡りスタンプを収集するラリーです
が、「職人スタンプ」は、街のどこかにいらっしゃる高
岡の「職人」を探し、偶然の出逢いの中でのみ、職人さ
んの似顔絵と座右の銘が描かれたスタンプを得ることが
できるというプログラムです。「職人スタンプ」を持つ
職人さんについては予めおおよその場所を伺い、目印と
なる法被とネームを装って頂いておりましたが、必ず出
逢えるというものではありません。難易度が高いゆえ実
施にあたっては幾分、関係者からの危惧の声があったも
のの、実際のところ、来場者の方々から大好評を得るこ
とができました。
アンケートによる調査
　「高岡クラフト市場街」継続的な取り組みについて
の意義を含めた事業成果を、来場者数の遷移（2012年
１万4,141人、2013年１万9,221人、2014年１万8,820
人、2015年１万8,769人）のみでは評価し難いため、
2015年度は、来場者だけではなく関係者へのアンケー
ト調査についても実施いたしました。
　来場者アンケート（n=49）では、2013年度実施アン
ケートと比較して来場者の年代が若い方向にシフトして
おり、全体の９割の方々が大変満足／ほぼ満足というご
意見でした。また、５割の方々がコンシェルジュブース
を利用したとの回答がありました。
　関係者アンケート（n=50）についても、９割以上の方々
から参画して良かったとの回答を頂きました。
　街の観点では、開催期間中の活気だけではなく、継続
することで生まれる効果として、新しい観光客を呼び込
んでいることや、観光リピーターを増やしていることに
ついて、其々３割の方々が認識して頂いている。自社の
観点としても、開催期間中の売上げだけではなく、継続
することで生まれる効果として、新しい顧客が増えたこ
とや、既存の顧客との関係が深まったことについて、其々
３割の方々が認識して頂いていることがわかりました。
地域における産学官連携
　「高岡クラフト市場街」を地域における産学官連携と
いう観点から見ると、芸文としての特性（地域をキャン
パスに見立て、芸術文化を実践的に学べる環境）が活か
せる部分が多く、必要とされる様々なデザインについて
も学生の多様性を持って関ることができます。
　地域の特性を活かした活動が、地域の持続的な活性化
を促す様に、地域の課題を解決するために、大学の持つ
特性を引き出すことが、地域における大学の役割である
と考えています。
